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 ６月５日（金）に、本校と椿小・深伊沢小・鈴西小の５年生が、椿小学校に集まり自然教室を

行いました。午前中は、飯ごう炊さんでカレーを作りました。火の焚き付けや調節などでボラン

ティアさんに助けてもらいながら、無事おいしいカレーライスが

出来上がり、みんなでおいしくいただきました。 

片付けの後、午後は鈴西小の子たちで考えたレクで楽しみまし

た。初めに椿小学校の敷地を使ったウォークラリーをした後、体

育館で「じゃんけん列車」「猛獣狩りに行こうよ」「以心伝心ゲ

ーム」で楽しみました。 

多くのこどもたちが、２年後鈴峰中学校で再会すると思いま

す。今日の思い出が、再会時のこどもたちをつなぐ潤滑油になる

といいなと思っております。 

また、本校からはボランティア

で学校運営協議会の宮崎さんに助

けていただきました。紙面からで

恐縮ですが、お世話いただきあり

がとうございました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「認知症サポーター養成講座」 

６月１１日（木） 

に、市役所の方に 

お越しいただき、 

「認知症」につい 

て理解を深め、と 

もに支える仲間（ 

サポーター）にな

ることの大切さについて、学びました。 

少子高齢化が進む中、「共生」は重要なキーワ

ードです。困っている人を社会全体で支える「温

かさ」で、誰もが生きやすい社会になれば、と感

じました。 

６年「租税教室」 

 ６月２日（火）に、鈴鹿税務署の方にお越し

いただき、「租税教室」ということで、くらしと

税金のかかわり等について教えていただきまし

た。消費税や所得税、住民税など私たちが納め

ている税金のことや、それがどのように使わ

れ、どのように私たちのくらしに生かされてい

るのかについて、具体的な例を挙げていただき 

ながら教えていた 

だきました。 

 納税者として、 

税の行方について 

今後もしっかりと 

関心を持ってほし 

いと思います。 
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５年生４校合同自然教室がありました 

ゲストティーチャーによる授業 



６月１日（月）に、鈴鹿警察署および鈴鹿市交通安全協会の方

を講師にお招きし、交通安全教室を実施しました。また、当日は

少年警察協助員の佐藤さんにもご協力いただきました。 

４・５・６年生は、自分の普段使っている自転車を持ってきて

もらい、体育館に設置した模擬コースを使って自転車の乗り方講

習をしてもらいました。１・２・３年生は、安全な自転車の乗り

方について、お話を聞きました。 

自転車の乗り方について、ルールも変わりこれまで以上に自転

車に乗る際の高い安全意識が求められています。また６年生は、

中学校へ進学すると自転車通学に

なります。「自転車も車両の仲

間」という意識をもって、「自分

の命も大事、となりのあの子の命

も大事」という気持ちで安全運転をお願いします。 

地域・保護者の皆様には、自転車を引く子どもたちへのご配慮

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育・給食指導がありました 

各学年で、栄養教諭の前田

先生による食育の授業を行っ

ております。６月２日（火）

は、３・４年生で食育の授業

がありました。４年生では、

食品ロスについて考える授業

をしていただきました。 

また４年生は、引き続き給食準備の指導もし

ていただきました。前田先生には、食育の授業

と合わせ、各学年に年１回給食指導（給食の配

膳等の指導）にも入っていただきます。 

 

校長室からのつぶやき 

～毎朝の登校指導で思うこと～ 

 

毎朝、学校の入り口で登校する子どもたちを出

迎えています。庄内小学校の子どもたちを見てい

て嬉しく思うのは、私の顔をしっかりと見て「挨

拶」ができる子がたくさんいることです。 

こちらを向いて挨拶をしてくれると、「自分に

向けて挨拶をしてくれた」と伝わり、とても温か

い気持ちになります。声での挨拶はなくても、こ

ちらを向いて軽く会釈をしてくれるだけで、「挨

拶を受け止めてくれた」と感じ、やはり嬉しくな

るものです。 

最近では、車で通りかかる地域の方からも会釈

をしていただけるようになり、自分が認められて

いる、認知されているという感覚が、これほど人

の心を元気にするのかと実感しています。 

赴任して２か月。これからも子どもたちや地域

の素晴らしいところをたくさん見つけていきたい

と思います。 
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